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Ａエ
ー

Ｅイ
ー

Ｄデ
ィ
ーを

母
校
へ
！

「ＡＥＤ」導入が あなたの命を救う！
　

１
月
16
日
、
村
長
室
で
寄
付
金
の
贈
呈

式
が
行
な
わ
れ
、
代
理
で
出
席
し
た
松
岡

さ
ん
の
父
・
松
岡
今
朝
男
さ
ん
か
ら
村
長

へ
現
金
50
万
円
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
下
松
尾
出
身
の
松
岡
誠
さ
ん

が
、
ご
自
身
の
体
験
か
ら
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
母
校

の
松
尾
中
学
校
へ
設
置
す
る
た
め
に
贈
ら

れ
た
も
の
で
す
。

　

村
は
こ
の
寄
付
金
を
有
効
に
活
用
し
、

松
尾
中
学
校
と
椎
葉
中
学
校
へ
Ａ
Ｅ
Ｄ
を

設
置
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

全
国
で
も
公
共
施
設
へ
の
設
置
が
進
ん
で

い
る
状
況
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
村
の
体
育

館
や
保
健
セ
ン
タ
ー
、
各
小
学
校
へ
の
設

置
も
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
次
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▲代理で村長へ寄付金を手渡した
松岡今朝男さん

松
岡
誠
さ
ん
（
下
松
尾
出
身
）
が

　

50
万
円
寄
付

農
学
博
士　

松
岡 

誠
ま
こ
と

さ
ん

（
48
歳
・
下
松
尾
出
身
）

　

松
岡
さ
ん
は
昭
和
50
年
に
松
尾
中
学

校
を
卒
業
。
高
校
、
大
学
と
進
学
し
、

平
成
元
年
に
農
林
水
産
省
へ
入
省
後

は
、
研
究
公
務
員
と
し
て
各
地
の
農
業

試
験
場
で
農
業
の
試
験
研
究
に
従
事
さ

れ
て
い
ま
す
。
現
在
は
鹿
児
島
県
の
種

子
島
に
あ
る
九
州
沖
縄
農
業
研
究
セ
ン

タ
ー
種
子
島
試
験
地
に
お
い
て
サ
ト
ウ

キ
ビ
の
育
種
研
究
（
新
品
種
の
育
成
）

に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

〜
松
岡 

誠
さ
ん
か
ら
の
お
手
紙
よ
り
〜

　

私
は
仕
事
の
か
た
わ
ら
、
子
ど
も
の

頃
か
ら
親
し
ん
だ
エ
ノ
ハ
釣
り
（
今
で

も
椎
葉
渓
谷
で
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま

す
）
と
テ
ニ
ス
（
硬
式
）
を
趣
味
と
し

て
楽
し
ん
で
き
ま
し
た
が
、
今
回
、
そ

の
テ
ニ
ス
の
最
中
に
命
に
関
わ
る
心
臓

発
作
に
み
ま
わ
れ
、
九
死
に
一
生
を
得

る
と
い
う
経
験
を
し
ま
し
た
。
昨
年
12

月
16
日
に
種
子
島
で
開
催
さ
れ
た
テ
ニ

ス
大
会
（
ダ
ブ
ル
ス
）
に
参
加
し
て
い

た
の
で
す
が
、
試
合
中
に
心
臓
発
作
を

起
こ
し
て
倒
れ
、
心
停
止
状
態
と
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
た
ま
た
ま
、
試
合

に
参
加
し
、
そ
の
場
に
居
合
わ
せ
た
看

護
師
の
方
の
迅
速
適
切
な
処
置
（
人
工

呼
吸
、
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
）
と
、
運
動

公
園
内
に
設
置
し
て
あ
っ
た
Ａ
Ｅ
Ｄ

（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）
に
よ
る
処

置
の
お
か
げ
で
一
命
を
取
り
留
め
た
と

の
こ
と
で
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
私
自
身
に
は
こ
の
間
の

記
憶
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
後
は
順
調

に
快
復
し
、
今
年
の
１
月
７
日
に
は
無

事
退
院
す
る
こ
と
が
で
き
、
通
常
の
生

活
に
も
ど
り
近
く
職
場
に
も
復
帰
す
る

予
定
で
す
。

　

今
回
、
私
は
様
々
な
好
条
件
が
重

な
っ
た
た
め
、
幸
運
に
も
命
を
再
生
さ

せ
て
頂
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、
そ

れ
は
施
設
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
設
置
さ
れ
て
い

た
と
い
う
こ
と
が
大
き
な
要
因
で
あ
っ

た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
に
つ
い
て
は
突
然
の
心

臓
発
作
な
ど
の
救
命
処
置
に
非
常
に
効

果
が
高
い
と
言
わ
れ
て
お
り
、
今
あ
ち

こ
ち
の
公
共
施
設
で
設
置
が
進
ん
で
お

り
ま
す
が
、
椎
葉
の
松
尾
地
区
に
は
ま

だ
設
置
さ
れ
て
い
な
い
と
聞
き
ま
し

た
。
そ
こ
で
今
回
の
私
の
経
験
を
少
し

で
も
社
会
の
お
役
に
立
て
る
た
め
、
こ

の
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
出
身
母
校
で
あ
る
松
尾
中

学
校
に
設
置
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
金

一
封
を
寄
贈
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
松
尾
中
の
生
徒
た
ち
は
少

数
な
が
ら
勉
学
に
ス
ポ
ー
ツ
に
、
い
つ

も
好
成
績
を
挙
げ
て
い
る
こ
と
を
誇
り

に
思
っ
て
い
ま
す
。
地
域
の
皆
さ
ん
も

健
康
づ
く
り
に
励
ん
で
い
る
と
聞
き
ま

す
。
生
徒
を
は
じ
め
、
古
里
の
皆
さ
ん

の
お
役
に
た
て
ば
幸
甚
で
す
。

　

平
成
20
年
１
月

▲自衛隊員による村民への指導
　（７月１日・村防災訓練）

み
ん
な
勉
強
し
て
い
ま
す
！

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
り
扱
い
研
修

▲消防団員への指導
　（６月５日・移動消防学校）

▲病院職員による救急法勉強会
　（５月22日・椎葉病院）
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　Ａ
エーイーディー

ＥＤ。皆さん一度はどこかで聞いたことがあると思います。今回はこれについて
少し知ってもらいたいと思います。
　ＡＥＤとは正式名称は自動体外式除

じょ

細
さい

動
どう

器
き

といい、英語名の頭文字からきたものです。
よく病院のドラマなどで「電気ショックだ !」とか言って、医者がドンッとやりますが、
ＡＥＤとは一般の人でもできるように自動化された電気ショックの機械なのです。
　その自動電気ショック器＝ＡＥＤが最近になって空港やビルなど至る所に設置され、
すでに活躍しています。ＡＥＤが人の命を救ったことは時々ニュースになるので、知っ
ておられる方も多いと思います。
　当院でも去年、玄関ホールにＡＥＤが設置さ

れ、搬送車が出動するときなど現場で使えるように持って行ったりしています。入っ
て右の壁に掛かっている、30 センチ四方くらいのオレンジの箱がそうです。幸いに
も今まで実際に使われたことはありません。（ちなみに当院には先程述べた医者専用
の電気ショックも置いてあります）
　皆さんに知っていただきたいことは、これは誰でも使えるということです！　2004
年に厚生労働省からの通知で可能になっています。とはいえ、触ったことのない人は
なかなか難しいと思いますので、今回は触った気持ちになってもらいたいと思います。

（小説風に）　　＊＊これはフィクション（架空の出来事）です＊＊

　ある寒い日の朝、私は役場に向かって歩いていた。すると八菜館の前で数人の若い衆が騒いでいる。「早く病院に連れて

行かんな。」「動かしたらいかんが。」という声が聞こえる。近寄ってみると、Ａ雄さん（60 歳代）が倒れている。全く体

を動かさない。どうやら、つい２分前に胸を苦しがって倒れたそうだ。

　私はまず声をかけてみた。「Ａ雄さん、Ａ雄さん、わかるか？」しかし反応はない。（もう死んでるのか ･･･）ふと頭をよ

ぎった。次に体をよく見てみた。（息もしてない）そして脈もさわってみるが、脈も触れない。（自分の心臓がどうかなっ

てしまいそうだ。やっぱり死んでいるんじゃなかろうか？）

　でもまだ死んでからそんなに経ってないはず、と奮い立って、いざ心臓マッサージをしてみた。（どんげやったか？こん

げか？）「１、２、３･･･」一生懸命しているとそのうち疲れてくる。この時期なのに汗ばんできた。（注：実際に心臓マッサー

ジは疲れます。それくらい思いっきりして下さい）

　そこで役場のＢ太郎君が「ＡＥＤ持ってきたぞ！」と走ってきた。（注：実際には役場にはありません。フィクションです）

　みんな「これがＡＥＤか。どんげするっちゃろうか」と固まっている。自分もわからない。しかしまずフタを開けてみた。

すると自動的に電源が入り機械から声がする。「意識・呼吸ヲ確認シテクダサイ」、しばらくして「電極パッドヲ装着シテ

クダサイ」と、言われるままにやってみる。電極パッドはこのコードにつながれているものだろう。どこに貼るのかは絵

で描いてあるからおそらくここだろう。（だろうか？心配になってくる）「解析シテイマス。ハナレテクダサイ」ふむふむ、

いいようだ。その通りに従ってみる。「ショックガ必要デス。スイッチヲ押シテクダサイ」いいのかわからないけど、よし

いくぞ！スイッチ・オン！！！　「ドンッ」　びっくりした。確かにこれはさわっていたら感電しそうだ。離れていてよかっ

た。するとA雄さんが少し動いたような気がする。「ううっ」小声だが声も聞こえた。

　ここで病院から救急車がようやくやってきた。「院長先生。これを使ったけどよかったとですか？」やっぱり心配になって

恐る恐る聞いてみた。「これ使ったの？すごいね。これが少しでも遅れてたら助かってないよ。あなたがいたから助かったよ」

　そしてＡ雄さんは病院に運ばれて行った。後日Ａ雄さんが無事退院したとの知らせを受けたのは１ヶ月後のことだった。（了）

　こんな感じです。医学的に言うと心肺蘇生をどうするか、ということになります。ＡＥＤは今回の例のような突然倒れた人
に有効です。心筋梗塞や不整脈によって「心室細動」という死に至る不整脈が起きます。それを治すのがＡＥＤなのです。
　知っておいていただきたいのは、死んだばかりの人は心肺蘇生で助かる可能性があるということです（死んだばかりと
いっても実は心室細動の状態なのです）。死んでから１分ごとに助かる可能性は約 10 パーセントずつ減っていきます。簡
単に言うと 10 分すれば０パーセントになるので、もう助からないということです（ただし子供や低体温では例外と言われ
ています）。だから時間との勝負なのです。
　このような場面で行うことは、心臓マッサージとできれば人工呼吸（マウス・トゥー・マウス）、そしてＡＥＤです。ま
だまだ AED は馴染みが薄いものですが、皆さんがどなたでも使えるように作られたものです。とはいっても、初めての場
合はなかなか難しいと思います。今後は少しずつＡＥＤの講習会などが行われていくと思いますので、機会があったらぜ
ひ参加されてみてはいかがでしょうか。

■問い合わせ先　　椎葉村国民健康保険病院　　☎０９８２−６７−２００８

備えあれば憂
う れ

いなし

知ってますか？ Ａ
エ ー

Ｅ
イ ー

Ｄ
デ ィ ー

椎葉村国民健康保険病院

副院長　永山　学

▲椎葉病院に設置されているＡ
エーイーディー

ＥＤ
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〜 自分の人生を より良く 充実したものへ 〜

▲不土野小の佐々木校長と、役場の尾
前課長、下田課長が早口言葉を披露。
感情を込めた仕草に、会場からはこ
の日一番の拍手。

記
念
講
演▲意見発表を行なった椎葉幸太

くん。「アナウンサーになれば
いいのに〜」と、村松先生が
滑
かつ

舌
ぜつ

の良さを大絶賛。

▲元NHKキャスターの村松真貴子
さん。観客を巻き込み、笑いの
絶えない“心が元気になる”講
演を行いました。

　

２
月
24
日
、
開
発
セ
ン
タ
ー
で
行
な
わ
れ
た
生
涯
学
習

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
。
３
５
０
人
が
来
場
し
、
多
彩
な
催
し
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

椎
葉
村
生
涯
学
習

　
　

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

第19回

造花で作る新感覚のフラワーアレンジメントを体験する参加者と指導者の下田悠
はるか

さん（小河内）

　生涯学習は、いつでも、どこ
でも、だれでも、自由に取り組
むことができます。内容は、ス
ポーツ、文化、趣味、レクリエー
ション、ボランティアなど、種
類も方法も人様々です。

子どもたちの目は絵本にくぎ付け「読み聞かせ」無料体験コーナー「血管年齢測定」

Ｃ
チュッパ

ＨＵＰＡ Ｃ
チャップス

ＨＵＰＳによる
ヒップ ホップ ダンス

本紙でおなじみの那須英一さん
による「椎葉のむかしばなし」
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【
書
写
の
部
】

〈
最
優
秀
賞
〉

〈
優
秀
賞
〉

〈
奨
励
賞
〉

那
須　

令
朋
さ
ん
（
椎
葉
小
６
年
）

那
須　
　

葵
さ
ん
（
松
尾
小
３
年
）

甲
斐　

裕
人
く
ん
（
尾
向
小
１
年
）

那
須
美
由
紀
さ
ん
（
不
土
野
小
５
年
）

主
税　

裕
也
く
ん
（
松
尾
小
４
年
）

那
須
ま
き
み
さ
ん
（
椎
葉
中
１
年
）

椎葉村「子どもの声を聞く会」

生涯学習フェスティバル　表彰・意見発表
【
標
語
の
部
】

〈
最
優
秀
賞
〉

尾
前　

友
美
さ
ん（
椎
葉
中
３
年
）

　

せ
わ
に
ゃ
〜
か
い

　

泣
い
と
ら
じ
ぃ
笑
お
う
や
ぁ

　
　
　

笑
顔
は
椎
葉
の
宝
ば
い

〈
優
秀
賞
〉

那
須　

澪
佳
さ
ん（
小
崎
小
２
年
）

　

と
も
だ
ち
は

　
　

わ
た
し
の
こ
こ
ろ
の

　
　
　

エ
ネ
ル
ギ
ー

尾
前　

夏
美
さ
ん（
尾
向
小
５
年
）

　

み
ん
な
を

　
　

笑
顔
に
さ
せ
る

　
　
　

心
の
ゆ
た
ん
ぽ

〈
奨
励
賞
〉

右
田　

莉
奈
さ
ん
（
大
河
内
小
６
年
）

那
須　

暉
広
く
ん
（
鹿
野
遊
小
４
年
）

久
間
圭
一
郎
く
ん
（
不
土
野
小
３
年
）

尾
前　

涼
香
さ
ん
（
椎
葉
小
３
年
）

荒
竹　

彩
音
さ
ん
（
松
尾
小
１
年
）

鹿
瀬　

竣
介
く
ん
（
松
尾
中
２
年
）

堀内琴美さん
（尾向小２年）

【
意
見
発
表
者
】

椎
葉
美
由
希
さ
ん
（
椎
葉
小
６
年
）

那
須　

優
里
さ
ん
（
鹿
野
遊
小
６
年
）

尾
前　

裕
紀
く
ん
（
尾
向
小
６
年
）

久
間　

琴
絵
さ
ん
（
不
土
野
小
６
年
）

右
田　

莉
奈
さ
ん
（
大
河
内
小
６
年
）

甲
斐　

智
英
さ
ん
（
小
崎
小
６
年
）

児
玉　

来
夢
さ
ん
（
松
尾
小
６
年
）

甲
斐　

優
太
く
ん
（
松
尾
中
２
年
）

椎
葉　

幸
太
く
ん
（
椎
葉
中
２
年
）

【
意
見
交
換
参
加
者
】

椎
山
晋
之
介
く
ん
（
椎
葉
小
６
年
）

那
須
加
菜
美
さ
ん
（
鹿
野
遊
小
５
年
）

尾
前　

諒
太
く
ん
（
尾
向
小
６
年
）

椎
葉　

光
司
く
ん
（
不
土
野
小
６
年
）

黒
木　

裕
志
く
ん
（
大
河
内
小
４
年
）

黒
木　

大
希
く
ん
（
小
崎
小
６
年
）

中
村　

勇
貴
く
ん
（
松
尾
中
２
年
）

椎
葉　

頼
貴
く
ん
（
椎
葉
中
２
年
）

　村内の小中学生が参加した「子どもの声を聞く会」。椎葉の魅力や
将来像などをテーマに、子どもたちの目線で真剣に村のことを考え、
素直に語る意見や発想に、会場の大人たちは大変感心しながら聞き
入っていました。

那須悠理さん
（松尾中２年）

椎葉祐美子さん
（椎葉中３年）

入　

賞　

者

第
７
回 

椎
葉
村

「
人
権
作
品

コ
ン
ク
ー
ル
」
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椎葉村職員の給与などを公表します
　職員の給与は、国家公務員や他の町村の給与を参考にしながら、村議会の審議を経て条例や規則な
どで定められています。
　村民の皆さんに広くご理解いただくため、村職員の給与等の状況について公表します。
　　※平成 19 年４月現在のもので、特別会計職員の給与は含まれておりません。

１　人件費の状況（普通会計決算）

年　度 住民基本台帳人口
（４月１日現在）

歳出総額
（Ａ）千円

実質収支
千円

人件費
（Ｂ）千円

人件費率
（Ｂ）／（Ａ）

（参考）
17 年度の人件費率

18 年度決算 3,565 人 8,310,549 75,934 811,554 9.77% 10.46%
（注）一般会計における当初予算の歳出額・人件費には、一般職員や非常勤の特別職・常勤の特別職などに支給される
報酬・共済費・各種手当なども含まれています。

２　一般職員の給与費の状況（一般会計）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

区　　分 職員数 A
（４月１日現在）

給　　　与　　　費 一人あたり
給与費Ｂ／Ａ給料総額 職員手当 期末勤勉手当 総　計Ｂ

19 年度当初予算 93 人 326,864 42,231 129,656 499,095 5,367
（注）職員手当には退職手当を含まない。給与費は当初予算に計上された額である。

３　職員の平均給料月額および平均年齢の状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

区　　分
一般行政職 技能労務職

平均給料月額 平均年齢 平均給料月額 平均年齢

椎　葉　村 279,300 38.2 315,200 46.7

４　職員の初任給の状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

区　　　　　分 椎葉村の初任給 国の初任給

一般行政職

大　学　卒 161,600

本村と同じ短　大　卒 149,800

高　校　卒 140,100

５　職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

区　　　　　分
経　　験　　年　　数

10 年以上 15 年未満 15 年以上 20 年未満 20 年以上 25 年未満

一般行政職
大　学　卒 258,200 281,500 351,400

高　校　卒 220,500 267,100 300,900

技能労務職 高　校　卒 218,600 261,100 317,300

６　一般会計における一般職員の級別職員数の状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：人）

区　分 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 合計

標準的な
職務内容

主事補 
技師補 

主　事
技　師

主任主事
主任技師

係　長
主　査

課長補佐
主　　幹 課　長 課　長

職員数 9 21 50 11 4 1 96
（注）標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する職名です。



Public Relations of  SHIIBA � 2008（H20）３月号

椎葉
晃充
村長の

２月の
動き▲生涯学習フェスティバル

で表彰状授与（24日）

１
日　

県
医
療
計
画
策
定
会
議（
宮
崎
市
）

４
日　

庁
議
（
役
場
）

　
　
　

区
長
会
（
役
場
）

５
日　

県
後
期
高
齢
者
議
会
検
討
会

　
　
　
　
（
宮
崎
市
）

７
日　

消
防
部
長
会
（
役
場
）

13
日　

県
後
期
高
齢
者
議
会
（
宮
崎
市
）

　
　
　

県
町
村
会
正
副
会
長
会（
宮
崎
市
）

15
日　

道
路
特
定
財
源
大
会
（
宮
崎
市
）

18
日　

膝
づ
め
ト
ー
ク
（
日
之
影
町
）

19
日　

県
町
村
会
理
事
会
ほ
か（
宮
崎
市
）

24
日　

生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
　
　
　
（
開
発
セ
ン
タ
ー
）

25
日　

県
町
村
会
定
期
総
会
（
宮
崎
市
）

27
日　

国
保
運
営
委
員
会（
す
こ
や
か
館
）

28
日　

国
保
連
合
会
総
会
（
宮
崎
市
）

７　職員手当の状況（１）
区　分 椎　　　葉　　　村 国

期末勤勉手当
区　分 期末手当 勤勉手当 計

本村と同じ

　6 月期 1.4 月 0.725 月 2.125 月
12 月期 1.6 月 0.725 月 2.325 月

扶 養 手 当
・配偶者　　　　　　13,000円
・扶養親族　１人につき6,500円
（配偶者がいない場合　１人のみ　11,000円）

住 居 手 当 借家借間で家賃を支払っている職員　最高27,000円
自宅の新築・購入の場合５年間　　　　　　2,500円

通 勤 手 当 片道の通勤距離が２㎞以上の職員
通勤距離に応じて3,400円〜19,500円 本村と異なる

　　職員手当の状況（２）
区　　　分 椎葉村

時間外勤務手当

区　　分 平成 18 年度 平成 17 年度
支給総額 6,458 千円 6,236 千円

職員１人当たり
支給年額 67,979 円 61,743 円

特殊勤務手当
（対全職員）

主な手当の名称 手当種類 支給対象職員の割合
（対全職員）

支給対象職員の平均支
給月額

医師、看護師、村税事務、運転
業務等に従事する手当 12 24.20% 37 千円

８　部門別職員数の状況（全会計、除く特別職）
年　度　

　部　局　
H19.4.1 H18.4.1

係数 職員数 係数 職員数

村長部局

総　務　課 9 19 5 10
企画観光課 4 8
税務住民課 6 9 6 11
福祉保健課 4 21 4 18
農林振興課 5 13 5 11
建　設　課 6 8 6 10
出　納　室 1 2 1 2
村 立 病 院 2 29 2 28

教 育 委 員 会 5 28 5 28
議 会 事 務 局 1 1 1 2
農 業 委 員 会 1 1 1 1
選挙管理委員会 兼　1 兼　1
監査委員事務局 兼　1 兼　1

合　　　計 40 131 40 129

９　特別職の報酬等の状況
区　　分 給料月額等

給　　料

村　長 719,000 円
助　役 580,000 円
収入役 廃　　  止

報　　酬

議　長 293,000 円
副議長 220,000 円
議　員 203,000 円

期末手当

村　長
助　役
収入役
議　長
副議長
議　員

　6月期　1.6　月分
12月期　1.75月分
　計　　3.35月分
（加算措置あり）

（注）特別職には勤勉手当は支給されません。
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宇
賀 

邦
雄
（
上
椎
葉
下
１
）

　
　

〜
前
文
省
略
〜

　

今
回
研
修
を
行
な
っ
た
イ
ギ
リ
ス
で

は
、
早
く
か
ら
福
祉
事
業
を
は
じ
め
都

市
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
等
へ
の
取
り
組

み
が
な
さ
れ
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
（
非
営
利
組
織
）

や
公
的
資
格
を
持
っ
た
慈じ

善ぜ
ん

団
体
数
が

20
万
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

住
民
が
主
体
と
な
り
地
域
課
題
を
解

決
す
る
た
め
に
は
、
地
域
の
公
共
性
と

サ
ー
ビ
ス
及
び
企
業
的
な
経
営
感
覚
が

求
め
ら
れ
ま
す
。
そ
こ
に
は
当
然
予
算

が
伴
い
ま
す
の
で
自
治
体
が
補
助
し
て

い
ま
す
。
行
政
が
地
域
団
体
と
協
働
し

て
い
く
中
で
、
組
織
が
非
常
利
団
体
か

ら
組
合
そ
し
て
企
業
的
に
進
展
し
て
活

動
し
て
い
く
、
こ
れ
が
イ
ギ
リ
ス
に
お

け
る
社
会
的
企
業
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ビ
ジ
ネ
ス
）
で
す
。

※
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
と
は
、
地

域
の
課
題
を
地
域
住
民
が
主
体
的

に
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
手
法
を
用
い
て
解

決
す
る
取
り
組
み
で
す
。

　
　

〜
中
略
〜

　

今
回
の
研
修
を
通
し
て
感
じ
た
こ
と

は
、
日
本
と
イ
ギ
リ
ス
で
は
国
の
法
律
、

政
策
、
地
方
自
治
体
の
規
模
、
予
算
、

長
期
計
画
等
が
違
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

イ
ギ
リ
ス
型
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ビ
ジ
ネ

ス
を
早
々
に
取
り
入
れ
る
こ
と
は
難
し

い
と
は
思
い
ま
す
が
、
日
本
で
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ

が
誕
生
し
て
約
10
年
に
な
り
ま
す
。
そ

う
し
た
中
間
支
援
組
織
の
政
策
機
能
の

充
実
と
拡
大
を
図
っ
た
り
、
何
も
か
も

行
政
任
せ
で
な
く
、
自
分
た
ち
の
地
域
、

社
会
的
課
題
は
そ
こ
の
住
民
参
加
の
も

と
で
協
働
し
て
解
決
し
て
い
く
こ
と
が

地
域
再
生
、
発
展
に
結
び
つ
く
と
思
い

ま
す
。
そ
の
中
で
ど
う
し
て
も
解
決
出

来
な
い
こ
と
を
自
治
体
と
連
携
し
て
い

く
こ
と
が
、
今
後
限
ら
れ
た
予
算
の
中

で
最
大
の
効
果
が
得
ら
れ
、
住
み
よ
い

村
づ
く
り
に
結
び
つ
く
と
思
い
ま
す
。

そ
の
こ
と
が
椎
葉
型
小
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ビ
ジ
ネ
ス
の
誕
生
だ
と
思
い
ま
す
。

※
報
告
書
を
一
部
抜
粋
し
て
紹
介
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

▲研修先の市役所の職員と
宇賀さん

海
外
研
修
に
参
加
し
て

「
海
外
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ビ
ジ
ネ
ス
を
活
用
し
た

地
域
振
興
事
例
を
学
ぶ
」

　

本
村
は
人
材
育
成
を
目
的
と
し
て
、国

内
及
び
海
外
研
修
を
行
っ
て
い
ま
す
。

１
．
少
な
い
自
己
負
担

　

こ
の
研
修
に
は
（
財
）
電
源
地
域
振
興

セ
ン
タ
ー
の
事
業
で
補
助
が
受
け
ら
れ
ま

す
。
国
内
外
問
わ
ず
、
参
加
者
の
日
当
、

宿
泊
費
、
車
賃
の
４
分
の
３
が
補
助
さ
れ

ま
す
。

２
．
充
実
し
た
研
修
内
容

　

地
域
農
業
や
商
店
街
活
性
化
、
起
業
家

支
援
や
福
祉
に
関
す
る
こ
と
な
ど
、
あ
ら

ゆ
る
テ
ー
マ
が
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
国
内
研
修
の
費
用
に
関
し
て
は
、
残

り
４
分
の
１
の
自
己
負
担
に
対
し
て
も
村

か
ら
の
補
助
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
、
さ

ら
に
少
な
い
自
己
負
担
で
参
加
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

椎
葉
村
教
育
委
員
会 

社
会
教
育
係

　

☎
０
９
８
２―

６
７―

２
８
５
０

※
昨
年
10
月
に
行
わ
れ
た
海
外
研
修
に
、

宇
賀
邦
雄
さ
ん
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
レ
ポ
ー
ト
の
提
出
が
あ
り
ま
し
た

の
で
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

意
欲
の
あ
る
方
を
応
援
し
ま
す
！

国
内･

海
外

　

研
修
の
案
内

▲表彰式が行なわれた九州大会
に出席した河野繁さん（左）と
那須秀信さん（右）

　（２月２日・佐世保市）

　

地
域
に
お
け
る
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に

貢
献
し
た
と
し
て
、
本
村
の
体
育
指
導
委

員
で
あ
り
会
長
の
河
野 

繁
さ
ん
（
新
下
松

尾
）と
副
会
長
の
那
須
秀
信
さ
ん（
上
福
良
）

が
功
労
者
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

お
二
人
は
昭
和
62
年
か
ら
の
通
算
20
年

間
、本
村
の
体
育
指
導
委
員
と
し
て
体
育
協

会
及
び
各
種
団
体
の
組
織
の
充
実
・
強
化
と

後
継
者
の
育
成
に
努
め
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　

特
に
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
取
り
組
み
と
し

て
、
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
講
座
や
ス
ポ
ー
ツ

交
流
会
、
地
区
巡
回
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
、

ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
・
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
等
を
普
及
さ
せ
、
本
村
の
ス
ポ
ー
ツ
拠

点
づ
く
り
と
地
域
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
、
そ

し
て
村
民
の
体
力
向
上
に
大
き
く
貢
献
さ

れ
ま
し
た
。

む
ら
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
貢
献
！

九
州
地
区

　

体
育
指
導
委
員

　
　

功
労
者
表
彰
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ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
と
は

　

骨
の
発
育
に
は
欠
か
せ
な
い
栄
養
素
で

す
。
カ
ル
シ
ウ
ム
の
吸
収
を
助
け
、
骨
を

丈
夫
に
し
ま
す
。
ま
た
、
体
を
ス
ム
ー
ズ

に
動
か
す
た
め
に
も
重
要
な
役
割
を
は

た
し
て
い
ま
す
。
そ
の
他
、
不
足
す
る

と
、
む
し
歯
や
歯し

槽そ
う

の
う
漏ろ

う

、
関
節
の
腫は

れ
、
貧
血
、
不
眠
、
肩
こ
り
、
抜
け
毛
な

ど
様
々
な
症
状
が
あ
ら
わ
れ
ま
す
。

朝
か
ら
し
っ
か
り

　
　
「
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
」

健
康
レ
シ
ピ

「しいたけの
ポタージュ」

④

　

成
長
期
の
子
供
や
妊
娠
中
の
方
、
更
年

期
の
女
性
は
特
に
大
切
な
栄
養
素
で
す
。

毎
日
の
食
事
で
し
っ
か
り
摂
る
よ
う
に
心

が
け
ま
し
ょ
う
☆

ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
は
ど
の
く
ら
い
と
れ
ば
い
い
の
？

　
一
日
５μ
ｇ
を
目
安
に
摂
り
ま
し
ょ
う
！

上
限
は
50
μ
ｇ
で
す
。
今
回
の
レ
シ
ピ
で

は
１
人
１
μ
ｇ
く
ら
い
摂
取
で
き
ま
す
。

※
μ
ｇ
（
マ
イ
ク
ロ
グ
ラ
ム
）
＝
１
０
０
万

　

分
の
１
グ
ラ
ム

ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
を
多
く
含
む
食
品
は
？

　

き
く
ら
げ
、
干
し
椎
茸
、
サ
バ
、
イ
ワ

シ
、
卵
黄
、
う
な
ぎ
、
マ
イ
タ
ケ
な
ど
に

も
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場 

福
祉
保
健
課 

保
健
予
防
係

　

☎
０
９
８
２―

６
８―

７
５
１
０

【作り方】
①椎茸は一晩水につけて戻しておきます。（時間がない時
は、洗ってから水と一緒にレンジにかけても大丈夫です）

②みじん切りした玉ねぎをサラダ油でよく炒める。
③荒みじん切りした椎茸を入れて、さらに炒める。
④玉ねぎ、椎茸を鍋の片方によけて、バターを入れ小麦
粉を炒める。

⑤砕いたコンソメを入れ、水を少しずつ入れ、こがさな
いようにのばしていく。

⑥荒熱をとりミキサーにかける。※ミキサーが回りにく
いようであれば、水か牛乳を足しましょう。

⑦鍋に移し、牛乳を加え、中火で温め、塩こしょうを入
れ味を調える。

⑧器に入れ、生クリームをさっとひく。あれば、パセリ
粉を散らす。

☆ポイント☆　水を加える時に椎茸の戻し汁を使うと、
より香りが増しますよ。好みにより調節してください。

【材料】※４人分
干し椎茸　　４枚（中葉）
玉ねぎ　　　１／２個
サラダ油　　小さじ２
バター　　　大さじ１
小麦粉　　　大さじ３弱
固形コンソメ　１個　
水　　　　　280cc
牛乳　　　　200cc
塩　　　　　ひとつまみ
洋ごしょう　少々
生クリーム　小さじ１

橋
きょうりょう

梁工事が進む岩屋戸バイパス。国道３２７号線の上椎葉から諸塚村古
園までは約30分ほどの道

みちのり

程で、そのほとんどがまだ一車線。改良にはど
れだけの年月が掛かるのか見当もつきません。

　

現
在
マ
ス
コ
ミ
で
も
大
き
く
取
り
上
げ

ら
れ
て
い
る
「
道
路
特
定
財
源
」。
３
月

末
で
期
限
を
迎
え
る
暫
定
税
率
に
対
し
、

維
持
と
撤
廃
で
大
き
く
意
見
が
対
立
し
て

い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
東
国
原
知
事
が

「
宮
崎
の
道
路
を
ど
げ
ん
か
せ
ん
と
い
か

ん
！
」
と
し
て
、
東
九
州
自
動
車
道
の
整

備
促
進
と
暫
定
税
率
維
持
を
強
く
訴
え
て

い
ま
す
。
し
か
し
本
村
は
、
そ
れ
以
前
に

村
内
の
国
県
道
の
ほ
と
ん
ど
が
未
改
良
の

ま
ま
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
物
流
や
救
急
医

療
の
要か

な
めと
な
る
生
活
道
。
台
風
な
ど
の
災

害
時
だ
け
で
な
く
、
村
民
は
常
に
不
便
で

不
安
な
生
活
を
強
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ま
ま
明
確
な
代
案
も
示
さ
れ
な
い

ま
ま
、
暫
定
税
率
が
撤
廃
さ
れ
て
し
ま
う

と
ど
う
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

椎
葉
村
民
の
「
命
の
道
」。
道
路
整
備

が
遅
れ
な
い
こ
と
を
願
い
ま
す
。

ど
う
な
る
の
？

　

道
路
特
定
財
源
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「
礼
」
！　

こ
ん
に
ち
は
。
私
た
ち

は
椎
葉
剣
志
会
と
申
し
ま
す
。
今
回
、

会
員
募
集
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

お
忙
し
い
中
、
少
し
の
お
時
間
を
い
た

だ
き
、
目
を
通
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸

い
で
す
。

　
「
学
校
で
も
な
く
、
塾
で
も
な
い
、

僕
た
ち
は
剣
を
交
え
て
友
だ
ち
に
な
っ

た
」・
・
・

　

剣
道
の
理
念
「
剣
道
は
剣
の
理
法
の

修
練
に
よ
る
人
間
形
成
の
道
で
あ
る
」

　

剣
道
に
「
交
剣
知
愛
」
と
い
う
言
葉

が
あ
り
ま
す
。
読
ん
で
字
の
ご
と
く
、

剣
道
を
通
じ
て
知
っ
て
い
く
愛
が
あ

る
、
知
ら
さ
れ
る
愛
が
あ
る
、
学
ん
で

い
く
愛
が
あ
る
。
こ
の
愛
は
、
愛
情
、

友
情
を
意
味
し
ま
す
。
剣
道
は
武
道
で

あ
り
、
礼
か
ら
始
ま
り
礼
で
終
わ
る
、

相
手
が
い
て
成
り
立
ち
感
謝
の
念
を
お

互
い
持
ち
合
う
事
で
、
お
互
い
が
成
長

す
る
事
が
で
き
ま
す
。
昨
今
、
少
年
犯

罪
や
虐
待
と
い
っ
た
心
痛
ま
し
い
事
件

等
が
連
日
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。
親
子

と
も
克
己
心
や
忍
耐
力
と
い
う
も
の
が

乏
し
く
、
都
合
の
良
い
よ
う
に
物
事
を

解
釈
し
、
甘
え
や
甘
や
か
し
を
優
し
さ

と
勘
違
い
し
、悪
け
り
ゃ
人
の
せ
い
に
、

自
分
本
位
で
人
任
せ
、
そ
う
や
っ
て
育

て
育
て
ら
れ
、
何
事
も
行
事
消
化
の
よ

う
に
無
意
味
に
過
ご
す
。
こ
れ
で
は
い

つ
か
ど
こ
か
で
歪
み
や
爆
発（
キ
レ
る
）

す
る
事
で
し
ょ
う
。

　

そ
こ
で
是
非
、
剣
道
を
通
じ
て
心
身

を
強
く
し
、
お
互
い
成
長
し
合
い
ま
せ

ん
か
。
今
か
ら
で
も
充
分
成
長
で
き
ま

す
。
無
意
味
な
意
地
や
恥
じ
ら
い
は
捨

て
、剣
道
と
向
き
合
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

剣
志
会
道
場
は
上
椎
葉
道
場
、
小
崎

道
場
、
尾
向
道
場
と
三
地
区
に
あ
り
ま

す
。
経
験
者
、
未
経
験
者
は
問
い
ま
せ

ん
。
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、
男
女
、

村
内
外
を
問
わ
ず
、
通
い
や
す
い
道
場

へ
、
ま
ず
は
見
学
か
ら
で
も
お
越
し
く

だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

【
上
椎
葉
道
場
】　

椎
葉 

一
也

　

☎
０
９
８
２―

６
７―

２
１
６
５

　
　

稽
古
場
：
椎
葉
小
体
育
館

　
　

稽
古
日
：
月
曜
、
水
曜
、
金
曜

【
小
崎
道
場
】　

中
瀬 

博
光

　

☎
０
９
８
２―

６
７―

２
５
１
２

　
　

稽
古
場
：
小
崎
小
体
育
館

　
　

稽
古
日
：
火
曜
、
金
曜

【
尾
向
道
場
】　

尾
前 

久
一
郎

　

☎
０
９
８
２―

６
７―

５
０
５
５

　
　

稽
古
場
：
尾
向
小
体
育
館

　
　

稽
古
日
：
月
曜
、
水
曜
、
金
曜

剣
道
、
そ
れ
は
我
を
探
す
道
、
戒
め
る

道
、
反
省
す
る
道
、
向
上
さ
せ
る
道

　

最
後
ま
で
お
つ
き
あ
い
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。「
礼
」！

　
「
村そ

ん

報ぽ
う

」
こ
と
「
広
報
し
い
ば
」
は
、

毎
月
村
内
の
各
家
庭
へ
無
料
で
配
布
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
希
望
者
へ
は
協
力
金

（
送
料
相
当
分
）
を
い
た
だ
い
て
お
届
け

（
送
付
）
し
て
い
ま
す
。

　

３
月
は
卒
業
や
転
勤
の
月
で
す
。
椎
葉

を
離
れ
て
し
ま
わ
れ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
す
。
そ
こ
で
、
転
出
先
で
も
椎
葉
の

情
報
を
知
り
た
い
と
い
う
方
へ
、「
広
報

し
い
ば
」
を
お
届
け
い
た
し
ま
す
。

　

ご
希
望
の
方
は
、
郵
便
番
号
、
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
を
ご
記
入
の
上
、「
広

報
し
い
ば
」
係
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。　

※
協
力
金
（
年
間
申
込
金
）
は　

１
，０
０
０
円
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

〒
８
８
３―

１
６
０
１

宮
崎
県
東
臼
杵
郡
椎
葉
村
大
字
下
福
良

１
７
４
７―

２
０

　

椎
葉
村
役
場 

総
務
課
「
広
報
し
い
ば
」
係

　

☎
０
９
８
２―

６
７―

３
２
０
３

　


０
９
８
２―

６
７―

２
８
２
５

※
ご
意
見
ご
感
想
、
身
の
回
り
の
情
報
も

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

椎
葉
剣
志
会

　

会
員
募
集
！

剣道は剣の理法の修練による人間形成の道である

「
広
報
し
い
ば
」
を

　

定
期
購
読
し
ま
せ
ん
か

Public Relations of

2008

広報

ボランティアによる交通安全活動（役場前に門松設置）

年末年始も交通安全！　角
か ど

で待
ま とうよ「門松作戦」

平成19年12月15日撮影

1

JANUARY

No.651

Public Relations of

2008
広報

消防出初式 分列行進（椎葉小学校グラウンド）
真冬の青空に号令響く 真紅の消防車 初披露平成20年１月６日撮影

2

FEBRUARY

No.652

Public Relations of

2008
広報

松尾児童館のみんなと 松岡伸一さん（姫伝説遊歩道）

もうすぐ満開 梅の花　いつも満開 はじける笑顔

平成20年２月21日撮影

3

MARCHNo.653
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昔
、
あ
る
所
に
臆お

く

病び
ょ
うな
小
間
物
売
り
①
が

お
っ
た
そ
う
じ
ゃ
。
毎
日
、
小
間
物
を
担か

る

う

て
、
売
り
に
出
掛
け
て
お
っ
た
そ
う
じ
ゃ
。

あ
る
日
、
晩ば

ん

方が
た

に
な
っ
て
、
日
が
沈
ん
で
し

も
う
た
。

　

こ
り
ゃ
あ
、
ど
っ
か
宿
を
借
り
に
ゃ
あ
い
か

ん
。
あ
た
り
は
、
大
け
な
大
け
な
、
木
立
の
中

じ
ゃ
っ
た
。
向
こ
う
に
明
か
り
が
見
え
た
。

　

あ
ぁ
、
あ
の
家
に
行
て
、
宿
を
借
ろ
う
。

小
間
物
売
り
は
、
そ
の
家
の
前
に
来
た
。
大

け
な
屋
敷
じ
ゃ
っ
た
。
ド
ジ
②
の
障
子
の
破

れ
か
ら
、
中
を
覗の

ぞ

い
て
見
た
。
驚
い
た
こ
と

に
、
中
に
は
大
け
な
大
け
な
お
多
福
③
が
囲い

炉ろ

裏り

の
横よ

こ

座ざ

④
に
座
っ
ち
ょ
っ
た
。

　

こ
り
ゃ
あ
、
大
変
な
所
に
来
て
し
も
う
た

も
ん
じ
ゃ
。
化
け
物
屋
敷
に
相
違
な
い
。
じ
ゃ

が
、
他
に
家
は
無
い
も
ん
じ
ゃ
か
ら
、
ち
思

う
て
、「
今
晩
は
」
ち
て
声
を
掛
け
て
み
た
。

中
か
ら
「
ハ
ー
イ
」
ち
て
言
う
、
大
け
な
大

け
な
お
多
福
の
、
優
し
い
声
し
た
返
事
が
あ
っ

て
、
出
て
来
て
、
障
子
を
開
け
て
く
れ
た
が
、

な
ん
と
、
小
綺
麗
な
お
上か

み

さ
ん
じ
ゃ
っ
た
。
小

間
物
売
り
は
、「
旅
の
者
じ
ゃ
が
、
行
き
暮
れ

て
困
っ
ち
ょ
る
。
今
晩
、
泊
め
て
賜た

も

う
れ
」
ち

て
頼た

の

う
だ
。
お
上
さ
ん
は
、
快
く
引
き
受
け

て
く
れ
て
、
小
間
物
売
り
を
座
敷
に
通
し
た
。

　

お
多
福
が
襲お

そ

い
懸か

か
る
と
き
に
ゃ
、
逃
げ

に
ゃ
い
か
ん
が
。
小
間
物
売
り
は
、
そ
う
い

う
思
い
で
い
っ
ぱ
い
じ
ゃ
っ
た
。

　

そ
こ
に
旦
那
が
戻
っ
て
来
た
。
臆
病
な
小

間
物
売
り
は
、
畏か

し
こ
ま
っ
て
、
今
晩
、
お
上
さ

ん
の
お
許
し
を
い
た
だ
い
て
、
お
世
話
に
な

る
こ
と
を
、
旦
那
に
申
し
上
げ
た
。
お
上
さ

ん
は
、
ド
ジ
で
夕よ

う

飯め
し

の
支
度
を
し
て
お
っ
た
。

　

支
度
が
出
来
て
、
お
上
さ
ん
は
、
お
膳ぜ

ん

の

上
に
夕
飯
を
載
せ
て
、
小
間
物
売
り
の
と
こ

ろ
に
持
っ
て
来
た
。「
召
し
上
が
っ
て
く
だ

さ
い
」。
小
間
物
売
り
は
、「
町
外
れ
の
店
で
、

晩
飯
を
食
べ
て
来
た
か
ら
」
ち
て
言
う
て
、

出
し
て
貰も

ら

っ
た
お
膳
に
、
箸
を
つ
け
な
か
っ

た
。
お
上
さ
ん
が
、
寝ね

所ど
こ

の
準
備
を
し
て
、

「
お
休
み
な
さ
い
」、
そ
う
言
う
て
案
内
し
て

く
れ
た
。
小
間
物
売
り
は
、
小
間
物
の
荷
物

の
中
か
ら
鋏は

さ
み
を
取
り
出
し
、頭

あ
た
ま

許も
と

に
直
し
⑤
、

た
っ
た
一ひ

と

目め

も
眠
ら
な
か
っ
た
。
も
し
お
多

福
が
襲
い
懸
か
る
と
き
は
、
こ
の
鋏
で
切
ろ

う
。
そ
う
思
う
て
、寝
て
お
っ
た
。
じ
ゃ
が
、

朝
ま
で
何
と
い
う
こ
と
も
な
か
っ
た
。

　

お
上
さ
ん
は
、
朝
早
く
か
ら
、
朝
飯
の
準

備
を
し
て
、
小
間
物
売
り
の
と
こ
ろ
に
も
、

お
膳
を
持
っ
て
来
た
。
じ
ゃ
が
、
小
間
物
売

り
は
「
腹
が
空す

か
ん
か
ら
」
ち
て
言
う
て
、

朝
飯
も
食
わ
ん
か
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
旦
那
が
怒
り
始
め
た
。

「
昨ゆ

う
べ夜
の
晩
飯
も
食
わ
ん
。
今
朝
の
朝
飯
も

食
わ
ん
。
ど
う
い
う
わ
け
か
！
」。
そ
う
言

う
て
、
怒
り
始
め
た
。

　

小
間
物
売
り
は
、
恐
れ
畏
ま
っ
て
、
旦
那

に
申
し
上
げ
始
め
た
。

　
「
こ
の
屋
敷
は
、
人
間
の
棲す

み
家か

で
は
な

い
、
と
思
い
ま
す
。
旦
那
さ
ん
、
聞
い
て
く

だ
さ
い
。
昨
夜
、
宿
を
借
ろ
う
、
思
う
て
、

失
礼
で
し
た
が
、
障
子
の
破
れ
か
ら
、
中
を

覗
い
て
み
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
今
、
旦
那

さ
ん
の
座
っ
て
お
る
所
に
、
口く

ち

髭ひ
げ

を
生
や
し

た
、
大
け
な
大
け
な
お
多
福
が
、
囲
炉
裏
の

火
に
当
た
っ
ち
ょ
っ
た
。
私
が
『
今
晩
は
』

ち
て
声
を
掛
け
る
と
、
そ
の
お
多
福
が
、
今

の
お
上
さ
ん
に
な
っ
て
し
も
う
た
」。

　

す
る
と
、
お
上
さ
ん
が
笑
い
始
め
た
。

「
ま
ぁ
だ
旦
那
さ
ん
の
帰
り
に
は
時
間
が
早

い
か
ら
、囲
炉
裏
の
ど
ん
ど
ん
燃
え
る
火
に
、

私
が
尻
を
あ
ぶ
っ
ち
ょ
っ
た
」ち
て
言
う
て
、

お
上
さ
ん
は
笑
う
た
。

　

臆
病
者
の
目
に
は
、
お
上
さ
ん
の
尻
が
、

お
多
福
に
見
え
た
、
と
い
う
、
臆
病
者
の
小

間
物
売
り
の
お
話
。

　

朝
、
夜
が
明
け
て
か
ら
外
を
見
る
と
、
大

け
な
木
の
生
い
茂
っ
た
森
の
中
ち
思
う
た
が
、

な
ん
と
三み

つ
ま
た椏
ば
か
し
の
三
椏
畑
じ
ゃ
っ
た
。

（
聞
き
手　

西
南
学
院
大
名
誉
教
授　

山
中 

耕
作
）

話
型 

＝ 

世
間
話

発
端
句 

＝ 

昔
、
あ
る
所
に

結
末
句 

＝ 

の
お
話

① 

小
間
物
売
り 

＝ 

化
粧
品
・
化
粧
道
具
・

小
刀
な
ど
を
商
う
商
売
。
こ
の
場
合
小

間
物
の
行
商
人
。

② 

ド
ジ 

＝ 

土
間
。
炊
事
場
で
竈か

ま
ど
も
あ
る
。

出
入
り
口
に
な
っ
て
い
る
。
畳
あ
る
い

は
板
敷
き
の
方
に
は
囲
炉
裏
も
あ
る
。

③ 

お
多
福 

＝ 

丸
顔
で
、
額
が
高
く
、
頬ほ

ほ

が

以
上
に
腫
れ
上
が
り
、
鼻
の
低
い
女
。

④ 

横
座 

＝ 

囲
炉
裏
で
戸
主
の
座
る
場
所
。

⑤ 

直
し 

＝ 

き
ち
っ
と
置
い
て

　

今
回
の
昔
話
は
「
臆
病
を
去
れ
」
と
い
う

教
え
で
す
が
、
ど
こ
か
お
か
し
み
を
誘
う
、
英

一
さ
ん
に
は
珍
し
い
大
人
向
き
の
昔
話
で
す
。

　

さ
て
、
今
号
で
『
椎
葉
の
民
話
』
が
百
一
回

に
な
り
ま
し
た
。
よ
く
ま
ぁ
続
い
た
も
の
だ
、

と
驚
く
よ
り
感
激
し
て
お
り
ま
す
。
私
事
に
わ

た
っ
て
恐
縮
で
す
が
、
私
は
た
だ
今
七
十
四
歳

で
す
。
そ
し
て
年
相
応
に
た
く
さ
ん
病
気
を
抱

え
て
い
ま
し
て
、
六
年
前
の
心
臓
の
バ
イ
パ
ス

椎
葉
の
民
話

101

「
お
多た

福ふ
く

の
宿や

ど

」

語
り
手　

那
須 

英
一 
さ
ん（
水
越
）

昭
和
５
年
４
月
１
日
生
ま
れ

手
術
以
来
、毎
年
二
〜
三
度
、入
退
院
を
繰
り

返
し
て
い
ま
す
。
で
も『
椎
葉
の
民
話
』は
間
断

な
く
七
年
半
も
続
き
ま
し
た
。
ち
っ
と
も
辛
く

あ
り
ま
せ
で
し
た
。
決
し
て
お
上
手
を
言
っ
て

い
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
病
院
の
廊
下
の
公

衆
電
話
で
も
っ
て
、
英
一
さ
ん
に
昔
話
を
教
え

て
も
ら
い
、
そ
れ
を
病
室
の
自
分
の
ベ
ッ
ト
で

清
書
し
た
こ
と
も
、
何
度
あ
っ
た
か
し
れ
ま
せ

ん
。「
安
静
に
な
さ
い
！
」と
主
任
さ
ん
が
怒
る

の
で
す
が
、
血
圧
始
め
も
ろ
も
ろ
の
デ
ー
タ
ー

は
全
て
良
好
な
の
で
す
。「
変
な
人
ぉ
」
と
言
っ

て
看
護
師
さ
ん
た
ち
も
お
医
者
さ
ん
も
諦あ
き
ら
め
顔

で
す
。
仕
舞
い
に
は
見
舞
い
に
来
た
学
生
た
ち

ま
で
「
先
生
は
好
き
や
け
ん
」
と
笑
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
今
月
は
さ
す
が
に
ち
ょ
っ
と
苦
し

か
っ
た
の
で
す
が
、
ま
た
も
電
話
で
英
一
さ
ん

に
、
今
月
号
「
お
多
福
の
宿
」
を
教
え
て
貰
い

ま
し
た
。
そ
う
し
ま
し
た
ら
、
途
中
、
だ
ん
だ

ん
陽
気
に
な
り
、
呼
吸
が
楽
に
な
る
の
で
す
。

そ
の
時
に
な
っ
て
初
め
て
気
が
付
い
た
の
で
す

が
、
英
一
さ
ん
が
、
と
て
も
ゆ
っ
く
り
、
常
よ

り
い
っ
そ
う
優
し
く
穏
や
か
に
話
さ
れ
る
の
で

す
。
当
世
の
流
行
後
で
言
え
ば
、
明
ら
か
に

「
癒い
や

し
系
昔
話
」
で
し
た
。
改
め
て
気
付
い
て

み
る
と
、
こ
れ
ま
で
の
電
話
取
材
す
べ
て
が
そ

う
で
し
た
。
英
一
さ
ん
は
、
相
手
が
子
供
な
ら

そ
の
子
供
た
ち
に
も
、
私
と
同
じ
よ
う
に
、
敏

感
に
様
子
を
嗅か

ぎ
取
っ
て
、
そ
の
子
ど
も
た
ち

に
話
し
て
お
ら
れ
た
の
で
し
ょ
う
。
だ
が
、
よ

く
よ
く
考
え
て
み
る
と
英
一
さ
ん
に
限
り
ま
せ

ん
。
こ
の
百
回
に
及
ぶ
『
椎
葉
の
民
話
』
す
べ

て
が
、「
癒
し
系
」
そ
の
も
の
で
し
た
。
で
な
け

れ
ば
、
七
年
半
も
、
病
気
の
総
合
商
社
の
よ
う

な
私
に
、
こ
ん
な
作
業
が
続
け
ら
れ
る
訳
が
あ

り
ま
せ
ん
。
椎
葉
の
民
話
の
す
ば
ら
し
さ
の
一

つ
は
、こ
の
「
癒
し
系
」
に
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、

こ
の
椎
葉
の
民
話
で
育
っ
た
椎
葉
村
民
の
気
風

に
も
通
じ
ま
す
。
椎
葉
の
大
変
な
宝
物
で
す
。

　

柳
田
国
男
翁
の
『
遠
野
物
語
』
に
は

百
十
九
話
の
昔
話
が
載
っ
て
い
ま
す
。『
椎

葉
の
民
話
』
は
、
百
二
十
話
ま
で
続
け
さ
せ

て
く
だ
さ
い
。
頑
張
り
ま
す
。（
山
中
耕
作
）

椎
葉
の
散
歩
道
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椎茸生産者の皆さまへ
「ハラアカコブカミキリ」
に注意！

　近年「ハラアカコブカミキリ」と
いうカミキリ虫による椎茸原木への
被害が見られます。この虫は３〜４
月に椎茸原木に産卵し、生まれた幼
虫が木を食害しボロボロにします。
防止対策としては、植菌したら防虫
ネットで覆うのがベストですが、被
害が直径10cm程度以下の原木に多
く見られるため、小径木と大径木
を仕分けした上で伏せ込み、ネット
掛けを行うと被
害を抑制できま
す。また、菌が
蔓延した部分は
食害しない傾向
にあるので、早
くほだ化する事
も対策のひとつ
です。
■問い合わせ先
　役場 農林振興課 特用林産係
　　☎０９８２−６７−３２０６

「平家まつり2007」
記録ビデオ販売中 ! !

　昨年開催された「椎葉平家まつり
2007」３日間のまつりの様子を収め
た記録ビデオが完成しました。
　今年はＤＶＤも作成しております
ので、皆様のご注文をお待ちしてお
ります。

■規格：ＶＨＳテープ、ＤＶＤ
■価格：各2,000円
■注文先：役場 総務課
　☎０９８２−６７−３２０３

スポーツ安全保険に
加入しましょう！

■加入の手続
　加入区分毎に５名以上の団体。加
入依頼書（村教育委員会に備え付け）
に必要事項を記入し、掛金を添えて
指定銀行（宮崎銀行）の窓口へ提出。
なお、前年度加入の団体には３月上
旬に発送されます。 
■保険期間
　毎年４月１日から翌年３月31日ま
で。４月１日以降に入金された場合
は入金日の翌日より有効。
■保険対象者（掛金）

（注）掛金は対象者や事故の範囲等
で異なります。事前に確認してく
ださい。

【子どもの団体】　500円〜 1,500円
【大人の団体】　　500円〜 1,500円

※山岳登坂等の危険度の高いス
ポーツ活動は9,000円

■問い合わせ先
　㈶スポーツ安全協会 宮崎県支部
　　☎０９８５−５５−３１３６
　協会ホームページアドレス
　　http://www.sportsanzen.org
　スポーツ安全保険加入システム
　「スポ安ねっと」
　　https://www.spokyo.jp/spoan
　　net.html
　村教育委員会 社会教育係
　　☎０９８２−６７−２８５０
※スポーツ安全協会は、スポーツ及

び社会教育活動の普及振興に寄与
することを目的としており、営利
を目的としない公益法人です。

椎葉村奨学資金貸付
制度について

　椎葉村では、高校、大学、専門学
校等へ進学される皆さんに、奨学金
の貸付を行います。
■貸付資格　
　高校、大学、専門学校に在学する
生徒、学生の保護者で椎葉村に在住
している方
■貸付金額
　高　　校･････月額20,000円
　　　　　　　または40,000円
　専門学校･････月額20,000円

　　　　　　　または40,000円
　大　　学･････月額25,000円
　　　　　　　または45,000円
　※医学生、獣医学生もあります
■手続方法
奨学生願書、生徒・学生の在学証明
書、借り主及び連帯保証人（２名）
の印鑑証明書及び所得証明書・納税
証明書を提出
■手続期間
　平成20年４月１日（火）
　〜平成20年４月22日（火）
■返還方法
・返還契約書と借用証書を提出
・返還は貸付年限の４倍の期間内で

の月賦の均等償還
■その他　
・19年度からの継続利用は在学証明

書を提出
・正当な理由による返還の猶予あり
■問い合わせ先
　村教育委員会 学校教育係
　　☎０９８２−６７−２８５０

卒業おめでとう !
　平成19年度　

中学校卒業式
■期日　３月17日
■卒業生
　合計27人（男子12人・女子15人）
　※学校及び地区別

【椎葉中学校】
《上椎葉》椎葉倫久・椎葉裕馬・

橋本康聖・甲斐春佳・椎葉香・
中村麻里・那須舞・那須舞・
那須莉紗

《尾八重》椎葉つかさ
《尾向》尾前克幸・尾前友美
《不土野》椎葉清美・椎葉祐美子
《大河内》椎葉圭介・右田雄大・

　右田裕美
《小崎》甲斐英樹・椎葉勇気・

　黒木晏夏
【松尾中学校】

《松尾》甲斐飛翔・出口裕章・
　中村翼・那須裕太・荒竹知世・
　甲斐明李・甲斐愛

■問い合わせ先
　村教育委員会 学校教育係
　　☎０９８２−６７−２８５０
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お知らせ
３月

●椎葉村ホームページ
http://www.vill.shiiba.miyazaki.jp
●椎葉村メールアドレス
shbwebm@vill.shiiba.miyazaki.jp

村内のうごき  ●２月１日現在
　男　　1,644人（−　3）
　女　　1,656人（−　1）
　計　　3,299人（−　4）
世帯数　1,274戸（　　4）
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■問い合わせ先
　役場 福祉保健課 福祉係
　　☎０９８２−６８−７５１２

火災警報器の悪質訪問
販売にご注意を！

　最近、住宅用火災警報器の悪質訪
問販売が多発しています。
　主に昼間の時間に訪問し「住宅用
火災警報器は、法律で設置しなけれ
ばならない。村から頼まれてこのあ
たりを取り付けて回っている」など
と言い２万円位を請求するケースが
多いようです。
　火災警報器については高くても
５千円程度で購入できます。この様
な場合には「今はお金をもっていな
い。家族に聞かないとわからない」
と言った理由できっぱりと断りま
しょう。
　椎葉村では平成23年６月から警報
器の設置が義務づけられます。まだ
時間がありますでの家族や地域の方
とよく相談され適切な物を設置して
ください。
　なお３月１日の防火査察の際に全世
帯に火災警報器に関するチラシを配布
していますので参考にしてください。
■問い合わせ先
　役場 総務課 消防交通係
　　☎０９８２−６７−３２０１

「１ヘクタール」以上
の土地売買には届出が
必要です！

　国土利用計画法では、椎葉村にお
いて１ヘクタール（１町歩）以上の
面積の土地を売買による取引を行っ
た場合、契約締結後２週間以内に権
利取得者（買い主）が、市町村を経
由して知事に届け出ることが義務付
けられています。
　すべての地目が届出の対象ですの
でご注意ください。土地は公共性・
社会性を持った限られた資源です。
土地の有効利用の実現のため、皆さ
んのご理解とご協力をお願いします。
■問い合わせ先
　役場 総務課 広報統計係
　　☎０９８２−６７−３２０３

お 知 ら せ
３月の納税について

　３月は、国民健康保険税（10期）
の納税月です。期限内（３月31日）
までに納付していただきますようお
願いします。また、口座振替の方も
残高をご確認ください。
■問い合わせ先
　役場 税務住民課
　　☎０９８２−６７−３２０５

「行政相談」の開催に
ついて

　行政相談が次のとおり行われま
す。行政に関することならどんなこ
とでもけっこうですので、気軽にご
相談ください。
■日時　３月11日（火）
■時間　10時〜15時
　※毎月第２火曜日
■場所　椎葉村高齢者センター
■問い合わせ先
　役場 総務課 行政係
　　☎０９８２−６７−３２０１

「心配ごと相談」の
開設について

　心配ごと相談が次のとおり行われ
ます。心の悩みを相談してみてはい
かがでしょうか。
■期日　３月17日（月）・４月21日（月）

　※毎月第３月曜日
（ただし、祝祭日の場合は翌日）
■場所　保健センター「すこやか館」
■問い合わせ先
　社会福祉協議会
　　☎０９８２−６７−２２７５

こころの健康相談に
ついて

　精神障がい者や家族及び地域住民
を対象に、医療や精神福祉に関する
相談を実施しています。費用は無料
で、精神科医師や保健師が相談にあ
たります。予約制ですので事前に連
絡をしてください。
■期日
　３月18日（火）（担当：保健師対応）
　※毎月第３火曜日
■時間　13：30〜15：30
■場所　日向保健所
■予約申し込み先
　日向保健所 健康づくり課 
　疾病対策担当
　　☎０９８２−５２−５１０１

特別障がい者手当等の
支給について

　この手当は、在宅で知的又は身体
に重度の障がいのある方に手当を支給
することにより、その方々が必要とす
る特別な負担の軽減を図るものです。
■手当の種類と内容
①特別障がい者手当

対象者：20歳以上で重複する重度
障がいを有し、常時特別の介護
を必要とする在宅の障がい者で
知事が認定した方

支給月額：26,440円
（ただし、所得制限有り）

②障がい児福祉手当
対象者：20歳未満で常時特別の介

護を必要とする障がいを有する
在宅の障がい児であって知事が
認定した方

支給月額：14,380円
（ただし、所得制限有り）

手続書類：申請書・印鑑・身体障
がい者手帳・療育手帳・診断書・
所得証明書

　※手続書類は①②共通
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カメラ さんぽ

▲園内には多くの花が植えられ、２月末には梅の花も満開
になりました。（２月２日）

　大河内のヒノクチ谷にある「荒河内滝」。橋から見上げ
ると高さ数十メートルにもおよび、荒々しく、ゴツゴツし
た岩々。日が当たりにくく、少ない水量。そこに連日続い
た寒波で、滝全体が凍りつき、神秘的な姿をつくり出して
いました。（２月18日）

ま
さ
に
自
然
の
造
形
美

　
　

氷
結
！
「
荒あ

ら

河こ

う

内ち

滝
」

　

今
年
で
発
売
20
周
年
目
を
迎
え
る
梅
酒

「
姫
伝
説
」。
こ
れ
を
記
念
し
て
初
代
夢
織
会

会
長
の
松
岡
伸
一
さ
ん
（
下
松
尾
）
が
、
自

身
の
梅
園
に
遊
歩
道
を
開
設
し
、
開
通
セ
レ

モ
ニ
ー
と
祝
賀
会
を
開
き
ま
し
た
。

祝・梅酒「姫伝説」発売20周年！
「姫伝説遊歩道」開通セレモニー

夢織亭こと

６年生・久間琴絵さん

富どの亭こう

６年生・椎葉光司くん

山椒亭みゆ

５年生・那須美由紀さん

富どの亭うみ

４年生・椎葉幸海さん

夢織亭けい

３年生・久間圭一郎くん

　昭和63年に誕生した不土野小学校の「ちびっこ落語」。
今年度は文化庁の事業により、５人の児童がプロの指導
を受けてきました。今日は、待ちに待った発表会。保育
所や地区民総出で出し物をする楽しい一日。でも、やっ
ぱり主役は「ちびっこ落語」。プロ顔負けの落語の披

ひろう

露で、
会場はたくさんの笑い声に包まれました。（２月17日）

「ちびっこ落語」発表会
春風亭柳之助さん

真打 落語家横山龍児さん
アマチュア落語家

三笑亭可女次さん
二つ目 落語家

（芸名・林家九蔵）
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　鬼の衣装を着てちょっと照れてる男の子４人
と、その姿に歓声を上げ笑顔で迎えるおともだ
ち。先生の合図で一斉に「オニはそと〜♪」。そ
こら中を駆け回り、辺り一面豆だらけ。「今年一
年、風邪をひかないように」と、終わった後は
年の数だけ豆を食べました。ところで「福は内」
も忘れずに、みんなちゃんと言えたかな？

（２月１日・上椎葉児童館）

春夏秋冬　まるごと椎葉

「節
せ つ

分
ぶ ん

」

▲椎葉小の２・３年生と鍋西先生。ほ
とんどの児童が初めての体験でした。

　（２月21日・尾田山中）

シ
イ
タ
ケ
作
り
体
験
作
業

　

上
椎
葉
青
年
会
員
の
指
導
に
よ
る
コ
マ

打
ち
（
植
菌
）
作
業
。
年
間
を
通
し
て
シ

イ
タ
ケ
作
り
に
関
す
る
学
習
を
し
ま
す
。

▲直径約３㎝。中竹直人さんのハウスか
ら、八菜館しいば店へ出荷されます。

　（２月15日・栗の尾）

大
人
気
！
「
完
熟
き
ん
か
ん
」

　

と
に
か
く
甘
く
て
お
い
し
い
「
完
熟
き

ん
か
ん
」。
酸
味
が
き
に
な
ら
ず
、
皮
と
果

肉
が
一
緒
に
食
べ
ら
れ
ま
す
。

▲記念講演を行った「詩のボクシング全国大会」優勝者の
佐々木秀行さん（延岡青朋高校教諭）と、「希望」とい
う言葉を掲げ将来の夢を発表した出口真樹さん

　（２月15日・松尾中学校）

「
将
来
の
夢
は
保
育
士
。
た
く
さ
ん
の
感

情
や
命
の
大
切
さ
を
子
ど
も
た
ち
へ
伝

え
て
い
き
た
い
」
と
発
表
し
た
椎
葉
夏

海
さ
ん
（
２
月
22
日
・
椎
葉
中
学
校
）

「
立り

っ

志し

式し
き

」

　

立
志
式
と
は
、
昔
の
「
元げ

ん

服ぷ
く

」
に
あ
た

る
満
14
歳
に
志
を
立
て
、
大
人
へ
の
第
一

歩
を
踏
み
出
す
式
の
こ
と
。
毎
年
中
学
２

年
生
が
行
っ
て
い
ま
す
。
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歳
の
離
れ
た
弟
の
結
婚
を
喜
び
、

旅
や
お
酒
を
楽
し
み
、
い
く
つ
か
の

恋
を
経
て
…
胎
内
に
宿
っ
た
い
の
ち

に
語
り
か
け
息
子
の
誕
生
を
祝
福

し
、
成
長
を
見
守
る
歌
は
胸
を
う
ち

ま
す
。
俵
万
智
さ
ん
の
歌
集
。

出
生　
お
め
で
と
う

　
　

黒
木 

女じ
ょ

礼れ

直な 

ち
ゃ
ん

（
合
戦
原
開
拓
）
武
男
・
ジ
ェ
レ
ン 

さ
ん

　
　

阿
部 

寛か
ん

一い
ち

朗ろ
う 

く
ん

（
下
屋
敷
団
地
）
直
人
・
淳
子 

さ
ん

　
　

那
須 

雫し
ず
く 

ち
ゃ
ん

（
十
根
川
）
利
美
・
佐
知
加 

さ
ん

死
亡　

　

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

那
須　

ミ
チ 

様（
古
枝
尾
上
）九
十
四
歳

椎
葉
シ
ュ
ン 

様（
畑
鳥
の
巣
）八
十
三
歳

右
田
ナ
カ
エ 

様（
本　
　

郷
）九
十
歳

黒
木　
　

貢 

様（
尾　
　

崎
）九
十
歳

濱
砂　

藤
雄 

様（　

城　

）九
十
歳

椎
葉　

龍
平 

様（
合
戦
原
）九
十
八
歳

井
手
オ
ゼ
ン 

様（
夜
狩
内
）八
十
一
歳

香
典
返
し
（
社
会
福
祉
協
議
会
へ
）

　

故
人
の
遺
志
を
尊
重
し
活
用
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す

那
須 

利
雄 

様
（
古
枝
尾
上
）

（
故 

那
須 

ミ
チ 

様
）

右
田 
常
光 

様
（
本
郷
）

　
（
故 

右
田 

ナ
カ
エ 

様
）

一
般
寄
付
（
社
会
福
祉
協
議
会
へ
）

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

春
日
流 

寿
豊
会 
様

戸
籍
だ
よ
り
（
１
月
分
）

上
旬　

椎
茸
部
会
総
会

　
　
　
　
（
開
発
セ
ン
タ
ー
）

４
日　

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

　
　
　
　
（
〜
15
日
）

７
日　

小
中
学
校
始
業
式

８
日　

予
防
接
種
（
Ｍ
Ｒ
）

９
日　

児
童
館
・
保
育
所
入
園
式

10
日　

中
学
校
入
学
式

11
日　

小
学
校
入
学
式

15
日　

予
防
接
種
（
三
種
混
合
）

　
　
　

行
政
相
談（
高
齢
者
セ
ン
タ
ー
）

17
日　

子
牛
村
品
評
会
（
那
須
橋
）

　
　
　

村
長
杯
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

　
　
　
　
（
村
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

20
日　

ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
春
季
大
会

　
　
　
　
（
村
体
育
館
）

　
　
　

家
庭
の
日（
毎
月
第
３
日
曜
日
）

下
旬　

む
ら
お
こ
し
グ
ル
ー
プ
協
議
会

総
会
（
開
発
セ
ン
タ
ー
）

22
日　

妊
婦
・
乳
児
相
談
、
乳
児
健
診

　
　
　

予
防
接
種
（
Ｂ
Ｃ
Ｇ
・
Ｍ
Ｒ
）

24
日　

和
牛
改
良
組
合
総
会

　
　
　

園
芸
部
会
総
会

　
　
　
　
（
開
発
セ
ン
タ
ー
）

４
月
の
主
な
行
事
と

お
知
ら
せ

おすすめの１冊
　

ス
ー
ザ
ン
は
女
の
子
。
か
く
れ
場

所
を
探
し
て
い
ま
す
。
周
り
の
大
人

た
ち
も
協
力
し
て
く
れ
る
け
ど
、
い

つ
も
誰
か
に
見
つ
か
っ
て･･･
。
で

も
、な
ん
で
か
く
れ
て
い
る
の
か
な
。

BOOK  CORNER
開発センター
■問い合わせ先
　教育委員会
　☎0982−67−2850

図書室だより

『
プ
ー
さ
ん
の
鼻
』

著 

／ 

俵　

万
智
（
文
藝
春
秋
）

不土野小６年

久
く

間
ま

 琴
こと

絵
え

 さん

　

こ
の
本
は
、
健
太
く
ん
と
い
う
障

が
い
を
も
っ
た
人
が
、
自
分
の
身
に

お
こ
っ
た
こ
と
を
、
ち
い
さ
い
こ
ろ

の
こ
と
か
ら
ま
と
め
た
本
で
す
。

『
健
太
が
ゆ
く
！
』

　

ぼ
く
は
車
イ
ス
の
中
学
生

著 

／ 

小
松
健
太
（
旺
文
社
）

不土野小教諭

横
よこ

山
やま

 正
まさ

文
ふみ

 さん

　

息
子
か
ら
の
紹
介
第
２
弾
。
大
好

き
な
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
口
ぐ
せ
は
、
口

に
す
る
と
幸
せ
な
気
分
に
な
れ
る
不

思
議
な
言
葉
ご
く
ら
く
ご
く
ら
く
。

『
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の

　

ご
く
ら
く
ご
く
ら
く 

』（
鈴
木
出
版
）

著 

／ 

西
本
鶏
介

絵 

／ 

長
谷
川
義
史

不土野小学校

『スーザンのかくれんぼ』
（偕成社）

著 

／ 

ル
イ
ス
・
ス
ロ
ボ
ド
キ
ン

訳 

／ 

や
ま
ぬ
し 

と
し
こ
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俳
句
募
集
＝ 

ど
な
た
で
も
投
句
で
き
ま
す
。
毎
月
10
日
ま
で
に
気
軽
に
総
務
課
へ
送
っ
て

く
だ
さ
い
。（
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
可
）

し
い
ば
俳
句
会

選
評
・
角　

光
雄
先
生
（
あ
じ
ろ
主
宰
）

《
特
選
》

口
に
出
る
わ
ら
べ
の
頃
の
手
ま
り
唄
春	

山
茶　

久
実

［
評
］
幼
い
こ
ろ
に
憶
え
た
も
の
は
妙
に
忘
れ
な
い
。
以
前
、
正
月
遊
び
の
鞠ま
り

つ
き

の
唄
、
歌
う
と
も
な
く
口
に
出
た
。
孫
た
ち
に
聞
か
せ
よ
う
と
思
っ
た
が
、

誰
も
知
ら
ん
ぷ
り
。

雨
の
日
の
暮
る
る
頃
お
い
雪
催
い	

那
須　
　

正

［
評
］
朝
か
ら
の
雨
。
し
ぶ
と
く
冷
た
い
雨
だ
。
い
ち
に
ち
が
暮
れ
か
か
る
こ
ろ
、

や
っ
と
雨
が
止
ん
で
く
れ
た
、
と
思
い
き
や
今
度
は
雪
ら
し
い
。
阿
蘇
か
ら

の
雪
は
よ
く
積
る
。
一
杯
呑
ん
で
早
く
寝
よ
う
。

岸
向
ひ
声
か
け
ら
れ
て
梅
白
し	

中
瀬　
　

汀

［
評
］
川
が
声
を
か
け
合
う
て
聞
え
る
幅
。
元
気
や
っ
た
か
、
ど
ん
げ
し
と
っ
た
と

弾
む
会
話
。
川
の
せ
せ
ら
ぎ
を
と
り
込
ん
で
、
梅
の
香
り
を
織
り
こ
ん
で
楽

し
い
話
。
春
だ
な
あ
。

《
入
選
》

一
晩
で
雪
ま
っ
し
ろ
や
山
の
道

那
須　

瑞
穂

出
揃
う
て
老
い
も
若
き
も
土
竜
打
ち

〃

元
朝
の
冥
土
の
使
者
に
去
ん
で
も
ら
う

小
八
重
知
津
子

　
　

息
子
、
緊
急
入
院
手
術

ひ
た
す
ら
に
祈
れ
ば
ま
ろ
き
初
日
か
な

〃

落
葉
道
踏
め
ば
寧
ら
ぐ
思
い
か
な

小
丸
川
河
童

同

郷

の

箱

根

走

者

と

冬

の

宿

〃

　
　

村
出
身
、
山
中
貴
弘
君

椎
葉
湖
の
水
の
み
に
来
る
春
の
鹿

椎
葉
シ
ヅ
子

聞
き
役
に
さ
せ
ら
れ
て
い
る
温
め
酒

戸
辺　

好
郎

外
出
の
着
物
は
ど
れ
に
西
行
忌

黒
木
八
重
子

臘
梅
の
小
枝
に
や
ど
る
め
じ
ろ
た
ち

椎
葉　
　

満

寒

日

和

川

原

に

遊

ぶ

何

の

鳥

山
本　

和
枝

編
集
後
記

　

生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
講
演
で
の
村

松
真
貴
子
さ
ん
の
言
っ
た
「
相
手
に
気
持
ち
を

伝
え
る
に
は
言
葉
１
・
口
調
３
・
表
情
６
の
割
合
」

と
い
う
言
葉
。
心
に
残
り
ま
し
た
。
も
と
も
と

口
べ
た
な
の
で
、
口
調
や
表
情
で
相
手
に
伝
え

る
こ
と
を
心
が
け
て
い
ま
す
が
、
実
際
に
ど
う

な
の
か
は･･･

？　

笑
顔
で
接
す
れ
ば
、
笑
顔

が
帰
っ
て
く
る
。
や
っ
ぱ
り
表
情
っ
て
大
事
で

す
よ
ね
（
リ
キ
）

E
d

ito
r's C

o
m

m
en

t

今月の表紙  Cover Message
　

松
尾
児
童
館
横
の
斜
面
に
広
が
る
約

30
ア
ー
ル
ほ
ど
の
梅
園
。
樹
齢
20
〜
45

年
ほ
ど
の
梅
の
木
２
０
０
本
が
、
き
れ

い
に
剪
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
園
の

所
有
者
は
松
岡
伸
一
さ
ん
（
下
松
尾
）。

梅
酒
「
姫
伝
説
」
の
発
売
20
周
年
を
記

念
し
て
、
延
長
３
５
０
ｍ
の
遊
歩
道
を

開
設
。
歩
道
沿
い
に
は
パ
ン
ジ
ー
や
ビ

オ
ラ
な
ど
約
１
０
０
０
鉢
を
購
入
し
て

植
え
ま
し
た
。「
こ
こ
で
作
業
し
よ
っ

た
ら
子
ど
も
た
ち
が
手
を
振
っ
て
く
れ

る
と
よ
」
と
、
う
れ
し
そ
う
に
話
し
て

く
れ
た
伸
一
さ
ん
。
さ
ら
に
「
来
年
は

地
区
の
花
見
大
会
を
し
よ
う
！
」
と
意

気
込
ん
で
い
ま
す
。
補
助
を
受
け
ず
、

自
費
を
投
じ
て
の
新
名
所
づ
く
り
。
伸

一
さ
ん
の
目
は
、
こ
れ
か
ら
何
年
も
先

ま
で
見
据
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

「姫伝説遊歩道」

　
「
座
頭
神
祭
」
の
座
頭
と
い
う
名
称
は
、

琵
琶
を
弾
じ
て
地
神
経
な
ど
を
唱
え
る
こ

と
を
生
業
と
し
た
盲
僧
の
こ
と
で
、
吉
野

宮
神
社
は
盲
僧
の
霊
を
お
祀ま

つ

り
し
、
次
の

よ
う
な
伝
説
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
今
か
ら
５
０
０
年
以
上
も
前
の
室
町
時

代
、
諸
塚
村
と
北
郷
村
境
の
吉
野
宮
峠
、

盲
僧
（
琵
琶
法
師
）
が
上
京
の
途
中
、
追

跡
し
て
き
た
盗
賊
に
よ
り
所
持
金
を
奪
わ

れ
命
を
奪
わ
れ
た
。
そ
の
後
、
七
日
七
夜
、

盲
僧
の
所
持
し
て
い
た
琵
琶
の
音
が
村
里

に
聞
こ
え
た
こ
と
か
ら
、
哀
れ
に
思
っ
た
村

人
が
小
さ
な
祠ほ

こ
ら
を
建
て
て
霊
を
祀
り
は
じ

め
、や
が
て
、話
を
伝
え
聞
い
た
近
郊
の
人
々

も
お
参
り
す
る
よ

う
に
な
っ
た
。」

　

こ
の
よ
う
な
こ
と

か
ら
、
古
く
よ
り
眼

の
神
様
と
し
て
も
親

し
ま
れ
、
５
０
０
年

以
上
も
続
く
歴
史

の
あ
る
祭
り
と
な
っ

て
い
ま
す
。

■
日　

時

　

平
成
20
年
３
月
28
日
（
金
）

■
場　

所

　

諸
塚
村 

南
川
地
区　

吉
野
宮
神
社

■
問
い
合
わ
せ
先

　

諸
塚
村
観
光
協
会

　

☎
０
９
８
２―

６
５―
０
１
７
８

「
座
頭
神
祭
」

〜
伝
説
と
里
人
に
育
ま
れ
た
歴
史
物
語
〜

日
向
入
郷
広
域
情
報

諸　

塚　

村
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　クスノキ科クロモジ属。早春の山は木々の芽もふ
くらんで春めいてきます。林の中で黒い樹皮の枝先
に、尖った銀緑色の若葉を取り囲むように多数の小
さい黄花がリング状に咲いている、高さ１〜２ｍの
落葉低木を見かけます。これがケクロモジで、葉の
大きさと生えている毛の状態によって都合３種に分
類できます。本種は中間の大きさで、葉長10 〜 15㎝、
幅５〜７㎝程で両面に汚黄色の毛が生える型です。
葉長20㎝で灰黄色の毛を両面に密布するのがオオバ
ケクロモジ、葉長が６〜７㎝と小さくあまり毛が生
えない型がヒメクロモジです。いずれも秋に黄葉し
ます。雌雄異株で雌木には黒熟する果実が稔り、中
に二個の種子が入っています。葉を揉んだり枝を折
ると良い香りがします。皮付きの枝は高級和菓子の
爪楊枝に、また小枝を編んで造園用の柴垣を作りま
す。関東以西、四国、九州と朝鮮半島に分布します。

（九州大学宮崎演習林　内海 泰弘・井上 晋）

ケクロモジ
65

未来にはばたけ！

那須 姫
ひ

菜
な

子
こ

 ちゃん
（間柏原）

平成18年４月３日生まれ

おとうさん：福円 さん
おかあさん：富美子 さん

ちゆきねえちゃんとケーキがと
ても大好き。これからも元気で
やさしい子に育ってね。

那須 桃
もも

華
か

 ちゃん
（石原）

平成18年３月15日生まれ

おとうさん：実 さん
おかあさん：ちよ子 さん

アンパンマン大好きなわが家の
ヒーロー！元気にすくすく育っ
てね。いたずらはほどほどに（笑）

Face in　March

（
32
歳
・
春
岩
尾
）

出
身
：
フ
ィ
リ
ピ
ン

趣
味
：
歌
を
歌
う
こ
と

　椎葉に嫁いでもうすぐ２年。優しい夫と義父、10 ヶ
月になる娘に囲まれ、毎日楽しく過しています。現在日
本語の勉強中で、少しずつ話せるようになってきました。
特にテレビのマンガは勉強になりますね。

すこやかクラブ
（ミニテニス愛好会）

　平成17年に発足したミニテニスの愛好会。会
員数は10代から70代までの13人。毎週火曜日に
椎葉小学校の体育館で心地良い汗を流していま
す。現在会員募集中。ぜひ一度お越しください。

出
口 

ル
ス 

さ
ん

代表　松岡貞
さだ

見
み

 さん

ワ
イ
ワ
イ

 
に
ぎ
や
か

  
楽
し
い
よ
！

◎このコーナーでは、職場・各種グループ・スポーツサークルなどを紹介し、“笑顔の輪”を広げていきます。

笑顔のわ❷

（上椎葉中２・☎６７−２２３４）


